
会
報

（
昭
和
薫
八
年
度
大
会
謙
演
横
向
）

　
　
　
東
洋
的
中
世
　
　
　
　
宮
崎
憲
定
氏

　
中
挺
と
い
う
藩
関
念
は
、
も
と
も
と
爾
洋
に
お
け
る

古
代
世
界
の
没
落
以
後
の
停
滞
の
時
代
を
意
味
し

た
。
然
る
に
そ
の
後
、
中
世
典
は
単
な
る
簸
黒
の
時

代
で
な
く
、
そ
の
中
に
近
世
を
惹
起
す
発
展
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
、
殊
に
唯
物
史
観
に

お
い
て
は
、
古
代
の
奴
雛
騰
制
よ
り
も
一
段
進
ん
だ
農

奴
制
の
時
代
で
あ
る
と
し
、
そ
の
進
歩
の
梅
が
強
調

“
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
併
し
な
が
ら
覇
洋
に
お
い

て
は
、
そ
の
中
世
は
あ
ら
ゆ
る
纐
に
お
い
て
古
代
よ

り
も
進
ん
だ
も
の
と
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ぬ
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
然
る
に
東
洋
史
家
が
中
世
を
焼
観
す
る

に
薮
り
、
動
も
す
れ
ば
、
そ
の
中
世
は
、
何
れ
の
爾

に
お
い
て
も
前
代
を
凌
駕
す
る
縛
期
と
し
て
こ
れ
を

捉
え
よ
う
と
し
て
、
そ
の
結
果
、
朱
門
以
後
を
以
て

中
世
に
あ
て
る
議
論
な
ど
が
生
れ
る
。

　
併
，
し
私
は
中
世
と
は
依
然
と
し
て
、
古
代
世
界
の

崩
壊
、
文
化
の
分
散
、
政
治
的
無
歓
序
の
時
代
で
あ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
特
に
著
し
い
の
は
貨
幣
経

済
の
衰
頽
、
物
々
交
換
の
再
現
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
の
根
抵
に
横
わ
る
の
は
深
刻
な
経
済
上
の
不
景
気

㎡じ

?
っ
　
た
と
田
心
，
わ
れ
》
0
ひ
　
望
　
」
獄
　
ッ
バ
　
の
南
丁
帯
鵬
は
幾

に
そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
申
園
に
求
む
れ

ば
、
後
漢
…
…
…
欄
困
U
以
後
、
唐
五
代
に
至
る
間
が
呼
て
，
れ
に

根
巌
す
る
。

　
串
園
の
古
代
は
上
古
か
ら
喰
代
ま
で
で
、
こ
の
罰

は
時
に
一
進
一
退
を
繰
返
し
な
が
ら
、
景
気
は
大
体

肉
上
の
一
途
を
辿
り
、
市
場
は
拡
大
さ
れ
、
生
産
は

促
進
さ
れ
、
貨
幣
経
済
は
漸
次
盛
大
に
赴
き
、
黄
金

は
関
方
か
ら
中
出
に
向
っ
て
集
中
し
た
。
然
る
に
こ

の
経
済
的
好
緊
気
も
前
漢
を
頂
点
と
し
て
以
後
下
向

す
る
。
・
て
の
根
本
．
原
因
は
黄
金
の
阪
胆
心
へ
の
流
出
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
金
銭
を
入
乎

す
る
こ
と
が
瞬
難
と
な
り
、
貨
幣
経
済
が
衰
え
る
と
、

臼
給
臼
足
を
原
動
と
す
る
荘
園
経
済
が
起
り
、
金
銭

は
窟
溶
岩
の
手
に
死
蔵
さ
れ
、
そ
れ
も
極
度
に
支
出

が
抑
え
ら
れ
て
、
荘
園
生
愚
物
の
布
吊
や
穀
物
に
よ

る
交
換
が
行
わ
れ
る
。
併
し
こ
の
荘
園
捌
度
は
志
州

に
地
方
の
開
発
を
促
し
、
不
利
益
な
条
件
…
ト
で
已
む

を
得
ず
進
歩
し
た
生
産
力
は
、
や
が
て
宋
以
後
の
新

し
い
祉
会
を
硝
り
漏
す
原
動
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
）

昭
和
三
八
年
一
二
月
舞
会

　
一
二
月
七
a
（
土
）
午
後
　
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
於
田
村
陳
列
鋸
第
二
教
蓋

　
　
韓
国
の
考
古
学
　
　
　
　
　
有
光
　
教
｝
氏

　
　
　
　
　
　
ス
ラ
イ
ド
使
用

　
　
　
（
発
表
内
容
は
近
く
本
誌
に
掲
載
予
定
）

　
　
三
代
の
北
辺
の
ま
も
り
　
　
永
鴇
　
英
正
氏

　
西
歴
葡
二
慢
紀
、
　
荊
漢
の
英
主
武
膏
は
、
　
宿
敵

殉
奴
．
を
要
論
に
し
り
ぞ
け
る
偉
業
を
な
し
と
げ
た
あ

と
、
か
れ
ら
の
侵
入
を
防
衛
す
る
た
め
に
、
中
国
酉

北
辺
境
　
帯
に
多
数
の
成
卒
を
動
員
し
、
強
力
な
防

衛
線
を
築
い
た
こ
と
は
、
史
籍
…
に
見
え
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
防
衛
の
実
体
に
つ
い
て
は
史

籍
は
多
く
を
語
ら
ず
、
従
来
ほ
と
ん
ど
知
る
こ
と
が

で
ぎ
な
か
っ
た
。
今
世
紀
に
入
り
、
内
学
の
調
査
の

進
展
に
と
も
な
っ
て
牽
時
の
防
衛
軍
の
遺
竣
か
ら
発

見
さ
れ
た
木
締
類
は
、
こ
の
問
題
に
澱
す
る
重
要
な

資
料
を
提
供
し
た
。
と
り
わ
け
　
九
三
〇
年
か
ら
三

｛
年
に
か
け
て
晶
晶
科
学
考
査
団
に
よ
り
、
エ
チ
ナ

河
流
域
か
ら
履
延
海
一
帯
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
艦

延
漢
意
は
、
～
万
点
に
の
ぼ
る
そ
の
数
、
ま
た
そ
の
内

容
か
ら
い
っ
て
も
、
灘
酔
．
の
防
衛
軍
の
実
体
を
解
く

貴
電
な
資
料
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
居
延
簡

の
発
見
と
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
当
時
感
懐
に

は
思
延
都
尉
府
が
お
か
れ
て
都
尉
以
下
の
武
官
を
配

し
、
そ
の
指
揮
上
に
は
訳
無
・
珍
北
・
甲
渠
・
冊
井

の
然
候
宕
が
あ
り
、
各
毒
忌
の
下
に
は
鳥
箒
の
候
と
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除…

ﾆ
が
あ
っ
た
、
ま
た
艦
延
よ
り
西
南
轟
力
の
エ
チ
ナ

河
中
流
域
に
は
別
に
肩
水
都
尉
鰐
が
お
か
れ
、
そ
こ

に
は
摺
延
に
み
ら
れ
る
と
岡
様
の
製
織
が
展
開
さ
れ

て
い
た
と
い
う
基
本
的
な
魏
概
主
翼
関
孫
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
防
衛
軍
の
最
小
単
位

で
あ
る
二
百
数
十
の
候
・
黙
が
ど
の
候
官
に
所
属
し

て
い
た
か
と
い
う
点
に
な
る
と
、
従
来
の
研
究
に
も

か
か
わ
ら
ず
は
っ
き
り
し
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
潅
い
一
九
五
九
年
に
「
居
延
漢
簡
甲
編
」
が
臨
版

さ
れ
て
大
半
の
簡
の
出
土
地
が
判
明
し
た
た
め
、
簡

の
顕
土
地
に
よ
っ
て
各
候
・
除
…
の
所
属
を
帰
納
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
　
例
と
し
て

漢
代
岩
延
都
尉
府
下
の
士
爵
候
富
を
と
り
あ
げ
、
甲

渠
候
宮
の
遺
鮭
で
あ
る
破
城
子
（
諸
午
自
餌
肖
ぴ
9
㌣
じ

出
土
の
二
二
に
つ
い
て
、
書
式
と
内
容
を
分
析
し
な

が
ら
候
・
黙
の
所
属
を
帰
納
し
て
い
く
と
共
に
、
こ

の
文
轡
を
通
じ
て
轟
時
の
辺
境
致
。
ロ
備
の
勤
務
状
態
、

生
濡
状
態
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

昭
和
三
九
年
二
月
例
会

　
二
月
一
臼
（
土
）
午
後
一
時
よ
ウ

　
　
　
　
　
　
於
陳
列
館
第
二
教
室

　
　
「
大
西
洋
革
命
」
論

や
無
燈

v

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎
氏

　
　
世
界
の
動
き
と
歴
史
の
動
ぎ

（
発
表
内
容
は
近
く
本
誌
に
掲
載
予
定
）

マ
ラ
ヤ
の
史
蹟

　
　
　
　
ス
ラ
イ
ド
解
答

露
台
野
丈
夫
氏

　
咋
年
の
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
ニ
ヵ
月
余
り
、

マ
ラ
ヤ
を
中
心
に
東
南
ア
ジ
ア
谷
地
を
廼
つ
た
の
で

あ
る
が
、
箇
酌
が
華
僑
の
調
査
で
あ
っ
た
か
ら
、
史

蹟
と
は
い
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
華
僑
関
係
の
も
の
に
阪

ら
れ
て
い
る
。
マ
ラ
ッ
カ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン

ダ
、
イ
ギ
リ
ス
と
藁
代
に
わ
た
る
五
憔
紀
以
上
の
鷹

史
を
有
す
る
と
こ
ろ
で
、
各
時
代
の
史
蹟
が
残
っ
て

い
る
が
、
華
僑
は
す
で
に
そ
れ
以
前
か
ら
こ
こ
に
足

紡
を
印
し
て
い
た
。
当
地
に
は
明
代
の
年
号
を
も
っ

た
慕
蒼
が
二
つ
．
あ
る
ほ
か
、
青
雲
亭
と
い
う
寺
は
明

代
の
創
建
で
、
そ
の
亭
主
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
時
代
か

ら
甲
必
丹
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
の
寺
を
事
務
所
と
し
て

在
留
華
僑
の
取
締
り
に
轟
つ
た
。
こ
こ
に
は
溝
の
獣

心
…
年
代
以
後
の
歴
代
甲
必
丹
の
頒
徳
碑
…
な
ど
が
残
っ

て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
潴
い
た
最
初
の
町
で
あ
る
ベ

ナ
ン
で
は
、
　
マ
ラ
ヤ
に
お
け
ザ
O
最
十
n
の
穴
襟
回
参
｛
顯
眉
が

タ
ン
ジ
ョ
ン
。
ト
コ
ン
に
あ
る
が
、
大
伯
公
と
は
栴
一

洋
華
僑
の
悶
に
豊
及
す
る
特
有
の
土
俗
神
で
あ
る
。

マ
ラ
ヤ
の
都
甫
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
人
日
の
六
・
七

廻
ま
で
を
難
僑
が
露
め
て
い
て
、
か
れ
ら
は
岡
基
調

ま
た
は
同
業
警
戒
結
の
中
心
と
し
て
．
会
館
を
つ
く

り
、
あ
る
い
は
同
族
的
鴎
結
の
象
徴
と
し
て
同
族
繭

を
つ
く
”
ゆ
。
　
同
加
子
釈
の
立
派
な
も
の
は
ベ
　
ナ
ン
に
r
多

く
、
福
建
鐵
身
の
邸
・
氏
の
龍
斑
裳
、
林
氏
の
九
聖
堂

な
ど
み
な
建
築
の
華
麗
さ
を
も
っ
て
知
ら
れ
、
前
腹

は
玄
理
の
守
護
神
と
し
て
東
竪
の
寒
冒
を
、
後
者
は

祖
先
神
と
し
て
婿
祖
を
ま
つ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
凱
比
野
）

学
界
消
恩

読
史
会

｝
｝
月
例
会

　
昭
和
灘
八
年
一
｛
月
九
三
（
±
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
於
　
楽
友
会
館
（
以
下
同
じ
）

　
芦
窯
側
…
的
「
家
鳳
と
庶
域
の
「
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
谷
　
怜
子

一
二
月
偶
会

　
昭
和
三
八
年
慌
…
月
㎝
四
日
目
ナ
．
）
午
後
…
時

　
濁
掌
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
漁
谷
，
康
夫

…
刃
綱
会

　
一
月
画
一
口
（
土
）
午
後
一
時

　
祭
官
制
成
立
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
上
田
　
蕉
昭

　
　
　
鉄
明
。
敏
達
朝
を
中
心
と
し
て

二
月
例
会

　
二
月
摩
羅
（
土
）
午
・
後
一
時

　
月
日
本
紀
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
赤
松
　
俊
秀
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中
国
中
世
史
研
究
会

昭
和
三
八
年
十
一
月
二
業
　
　
於
楽
友
会
館

　
北
魏
三
目
湖
雑
狡
　
　
　
　
　
、
横
山
裕
男

十
二
月
二
二
目
　
　
　

於
名
帯
磁
大

　
閥
村
繁
心
「
盟
狛
噺
訣
の
系
乱
離
と
意
義
し
A
獅
評

　
中
園
中
世
史
の
問
題
点
　
　
　
　
　
谷
用
　
道
雄

一｝

q
刀
一
山
ハ
陰
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
　
楽
友
焦
ム
館

　
抱
団
子
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
吉
塀
　
忠
夫

東
洋
史
大
学
院
会

　
月
三
一
臼
（
金
）
　
　
　
於
研
究
室

　
『
東
洋
史
研
究
．
ご
コ
巻
一
・
二
号
合
評
会

　
報
告
噺
、
肺
野
英
二
、
血
続
敬
一
、
吉
胤
忠
夫

二
月
二
一
目
（
金
）
　
　
於
博
列
館
会
議
室

　
王
維
と
仏
教
　
　
　
　
　
　

一
．
田
真
澄

　
　
　
唐
代
瀧
大
夫
二
仏
の
二
二

　
義
和
麟
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
掘
川
　
哲
男

　
抱
朴
子
の
挺
男
　
　
　
　
　
　
　
　
叢
説
　
忠
夫

法
制
大
学
史
単
会
　
大
会

昭
和
三
八
年
㎝
○
月
…
二
厩
（
圏
…
）

　
　
　
　
　
　
　
於
法
政
大
学

　
東
圏
に
お
け
る
鎮
霊
制
の
成
立
　
　
段
木
　

一
行

　
辺
境
「
寝
家
」
の
成
立
と
そ
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
川
掌
三
郎

　
日
本
科
学
史
上
の
｝
、
二
の
問
題
大
森
　
実

舎
繁
か
ら
化
学
へ
　
　
　
　
　
　
向
井
　

晃

擁
由
民
権
論
巻
の
「
天
」
の
思
想
　
松
尾
　
章
一

赤
羽
一
著
「
農
民
の
福
音
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
貞
子

明
治
二
十
年
代
の
“
本
主
義
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
良
郎

臼
本
昆
俗
学
会
　
第
一
五
回
年
会

昭
和
…
器
八
年
一
〇
月
｝
九
賎
（
旧
哺
而
一
）
～
二
…
目
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
岡
志
紘
大
学

〈
公
開
講
演
〉
　
（
一
九
日
目

　
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
葬
法
…
研
究
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
来
　
重

民
聞
医
療
の
鑑
俗
と
そ
の
基
盤
　

長
岡
薄
男

〈
研
究
発
表
会
〉
（
二
〇
麟
）

｛
附
那
の
ま
つ
り
と
行
事
に
つ
い
て
　
五
十
…
風
晶
拠
轟
大

雅
乞
と
大
般
若
経
信
仰
　
　
　
　
　
橘
　

恭
霊

紙
園
御
霊
会
　
少
将
井
尼
俵
承
と
少
将
井
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
凍
張
彦

讃
岐
金
月
比
受
認
の
宮
座
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
井
久
義

麓
山
僑
仰
と
修
験
道
　
　
　
　
鈴
木
昭
英

尾
張
古
村
に
お
け
る
隔
祭
礼
潤
俗
習
藤

宮
古
島
の
巫
女
の
一
形
態
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
縣
久
子

稲
荷
神
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
箱
山
貴
太
郎

荒
神
の
託
官
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
秀
宥

東
播
磨
年
頭
の
患
籠
り
と
神
供
　
　
読
谷
　
勝
也

道
南
川
の
ナ
ー
シ
ラ
神
　
　
　
　
　

斗
出
谷
　
道
夫

　
鵬
凱
王
と
爾
乞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
路
谷
　
鵡
諾
了

　
島
根
県
下
に
お
け
る
田
中
の
籠
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
尾
三
千
夫

　
水
辺
に
翫
黒
馬
を
求
め
る
話
　
　
　
　
金
関
　
丈
夫

　
越
後
に
お
け
る
「
見
る
な
の
ざ
し
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
沢
謙
｝

　
真
・
禅
二
宗
接
触
地
帯
の
祉
会
と
櫻
俗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
田
－
靖
之

　
兵
庫
県
闇
河
辺
郡
の
カ
イ
ト
僻
究
足
立
東
衛

　
「
う
だ
つ
」
に
つ
い
て
の
私
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丹
四
谷
堂

　
療
隔
神
送
の
獅
子
舞
　
　
　
　
　
　
棚
橋
　
利
光

　
民
俗
芸
能
の
地
域
差
と
そ
の
慕
盤
　
倉
田
　
蕉
邦

　
マ
タ
ギ
村
の
祉
会
構
造
上
の
特
色
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
満
男

　
能
登
の
「
マ
イ
カ
ケ
ヨ
メ
ド
リ
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
野
　
武

　
大
和
諏
果
雪
中
の
リ
ナ
供
浬
般
本
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
井
宏
美

　
伝
承
の
鰹
遍
性
と
反
復
性
　
　
　
坪
井
洋
文

　
麻
以
荊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捷
一

ロ
本
の
民
俗
に
つ
な
が
る
郷
土
誓
お
畿
い

　
た
ち
と
う
つ
り
か
わ
り
　
　
　
　
則
中
新
次
鄭

　
擬
声
語
二
つ
三
つ
　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
　
勇

東
方
学
会
第
ご
二
肥
州
麟
会
員
総
会

　
昭
和
三
八
年
一
一
月
七
臼
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於
　
慶
応
義
塾
大
学

　
中
米
の
古
代
文
化
の
遺
跡
　
　
　
　
西
瞬
　
秀
雄

　
　
ー
マ
や
文
化
か
ら
ア
ス
テ
カ
文
化
玄
で
…

　
日
本
に
お
け
る
寒
雲
学
と
股
櫨
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治

史
学
会
　
第
二
ご
　
懸
大
会

　
昭
和
三
八
年
一
一
蝿
八
日
～
一
〇
B

　
於
東
京
大
学
お
よ
び
園
立
園
三
二
書
館

く
公
開
講
演
V
　
（
九
日
）

初
期
中
世
に
つ
い
て
の
諾
諾
蔵
置
歴
史
像
の
転
換

　
i
悶
王
自
由
人
学
説
を
め
ぐ
っ
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
良
晃
志
郎

記
紀
研
究
の
現
段
階
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
太
郎

〈
礒
本
史
部
会
〉
　
（
一
〇
日
）

観
察
使
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
　
橿
井
　
俊
彦

十
二
世
紀
末
葉
に
お
け
る
遠
江
園
岡
津
行
政
権
に

　
関
す
る
一
漸
察
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
　
義
信

南
北
朝
時
代
に
お
け
る
日
難
宗
の
発
展

　
一
中
山
法
華
経
寺
を
中
心
に
1
　
中
尾
　
　
尭

　
「
納
銭
方
」
の
成
立
と
そ
の
機
能
　
桑
山
　
浩
…
然

形
成
期
か
ら
み
た
旗
本
領
の
性
格
　
塚
本
　
　
学

翻
徒
毅
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
南
　

和
男

獺
給
に
お
け
る
胤
人
手
編
成
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
村
　
　
優

河
用
交
通
に
お
け
る
近
代
化
過
灘
　
川
名
　
　
登

濁
会
弱
設
期
に
於
け
る
政
府
と
民
党

　
i
第
一
圓
衆
議
院
議
鐵
選
挙
を
中
心
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
野
　
潤
治

近
代
B
本
思
想
史
上
に
お
け
る

　
ナ
シ
露
ナ
リ
ズ
ム
の
閣
…
題
　
　

－
甲
贈
瀬
　
憲
が
一

　
　
一
そ
の
循
環
性
を
め
ぐ
っ
て
一

〈
東
洋
史
部
会
〉
　
（
一
〇
日
）

明
末
水
利
窺
業
に
関
す
る
一
考
察
　
浜
島
　
敦
俊

　
一
特
に
常
熟
県
に
つ
い
て
一

明
代
険
西
の
茶
馬
貿
易
に
就
い
て
　
谷
　

光
隆

　
モ
ン
ゴ
ル
韻
族
紆
菰
購
に
お
け
る
シ
ャ
：
マ
ソ
氏
「

　
－
族
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
正
二

仲
雲
族
の
調
帳
の
所
在
地
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
蝋
　
雄

中
世
ア
ナ
ト
リ
ア
に
於
け
る
「
ウ
ジ
扁
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
肉
結
一
郎

明
初
の
荘
園
に
つ
い
て
　
　
　
　

丹
　

需
ニ

　
一
成
都
府
・
偽
節
度
田
欽
全
の
所
領
を

　
　
中
し
と
し
て
一

鞭
宋
の
擁
法
と
朧
御
回
に
つ
い
て
　
幸
　
　
　
徹

南
宋
初
期
の
兵
の
給
与
と
秦
檜
の
武
将
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
正
博

宋
代
に
お
け
る
絹
製
贔
の
流
通
　
　
斯
波
　
義
信

北
半
川
の
公
田
法
　
　
　
　
　
　
　
周
藤
　
吉
之

　
；
特
に
轟
ヵ
田
均
税
法
と
の
線
型
…

〈
酋
洋
史
部
会
〉
　
（
一
〇
目
）

ホ
プ
リ
ー
テ
ン
軍
隊
の
な
り
た
ち
　
安
藤
　

弘

　
ー
ア
テ
ナ
イ
を
中
心
に
ー

ア
ッ
ピ
ア
ー
ノ
ス
内
翫
中
黛
の
噂
質
、
一

　
新
事
実
と
そ
の
意
義
　
　
　
　
　
げ
ほ

初
期
濁
王
監
察
宮
制
の
成
立
　
　
　
千
葉

　
ー
フ
ラ
ン
ス
伸
祀
対
王
一
蚊
山
薩
轄
…
行
一
蚊

　
　
支
配
機
構
の
形
成
過
程
1

｛
八
二
九
年
に
お
け
る
英
購
首
都
警
察

　
の
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
安
田

ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
経
済
的
…
諸
問
題
　
豊
用

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
西
部
の
漁
業
　
　
　
古
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
博
隆

　
一
土
地
法
に
お
け
る
家
畜
の
系
譜
…

メ
ロ
ヴ
ィ
ソ
グ
期
の
門
聖
界
貴
族
」
今
野
　
瞬
雄

叙
任
権
斗
争
期
に
お
け
る
℃
刃
φ
貯
〆
ω

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
河
井
藍
島
朗

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
侯
と
の
関
係
　
　
　
石
戸
谷
重
郎

　
ー
ト
ヴ
ェ
リ
侯
ミ
ハ
イ
ル
ー
ー
ヤ
ロ
ス
ラ

　
　
ウ
ィ
ッ
チ
の
場
分

巾
・
批
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
の
問
題
　
　
堀
越
　
漏
亭
一

　
－
近
代
以
前
の
詑
述
資
料
に
つ
い
て
一
・

ル
タ
ー
の
九
五
ケ
条
テ
礼
堂
ソ
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
＼
コ
」

治昭
男夫

哲良栄
一一一・

　
1
人
口
稠
密
地
帯
委
員
会
（
C
・
D
・
B
）

　
　
　
（
　
八
九
一
一
一
九
二
薫
）
の
活
…
躍
に

　
　
　
つ
い
て
1

予
測
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
統
合
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
鍋
　
輝
彦

〈
東
洋
史
9
日
本
史
A
口
圃
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　
（
一
〇
臼
）
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テ
ー
マ
「
古
代
幽
果
ア
ジ
ア
と
臼
本
」

　
漢
の
濁
家
講
造
と
そ
の
理
念

　
唐
と
北
・
西
方
諸
鵬

　
新
羅
の
甲
羅
統
一
と
唐
と
の
関
係

　
六
・
七
世
紀
の
日
本
を
中
心

　
　
と
す
る
国
際
関
係

　
中
口
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
法

　
　
1
園
有
法
と
継
受
法
－

　
日
本
に
お
け
る
律
令
法
の
継
受

討
諭
・
議
炎
　
竹
内
理
三

〈
史
料
展
示
〉
国
立
国
会
閣
書
館

仏
教
吏
学
会
　
第
一
五
姻
学
術
大
会

　
昭
和
瓢
一
八
年
一
　
一
月
一
六
田
　
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
於

　
晴
室
仏
教
政
策
と
高
僧

　
王
維
と
仏
教

　
　
　
　
栗
原
　
朋
信

　
　
　
　
護
　
　
雅
夫

　
　
　
　
旗
田
　
鋭

　
　
　
　
関
　
　
　
晃

　
　
　
　
仁
芥
鰯
　
陞

　
　
　
　
石
尾
　
芳
久

西
嶋
定
生
　
井
上
光
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
　
隆
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
善
　
真
澄

坊
長
に
お
け
る
真
宗
の
下
級
寺
院
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
　
識

金
光
明
経
の
仏
身
観
　
　
　
　
　
　
金
岡
　
秀
友

天
台
智
行
高
僧
傍
に
つ
い
て
　
　
　
堀
池
　
森
峰

イ
ン
ド
仏
教
史
に
お
け
る
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
の
位
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
裕

日
本
に
お
け
る
滅
鐸
無
識
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
来
　
垂

艮
ホ
申
｛
研
⑳
乃
ム
質
　
　
一
九
六
一
二
年
艦
及
一
八
ム
ム

昭
和
三
八
年
一
一
月
一
六
（
土
）
　
一
七
艮
（
臼
）

〈
個
別
研
究
発
表
〉
　
（
一
山
ハ
ロ
回
）

平
安
期
の
手
工
業
生
産
　
　
　
　
　
浅
香
　
年
木

　
一
と
く
に
窟
工
房
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
…
・

十
四
・
五
世
紀
の
東
岡
の
村
落
と
領
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峰
岸
　
純
夫

十
七
・
八
世
紀
広
島
藩
に
お
け
る
林
野
所
有
と

　
村
落
構
造
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
道
璽
　
哲
男

豪
農
筏
権
思
想
お
よ
び
豪
農
稽
意
識
の
全
聞
的
研

　
究
に
つ
い
て

三
重
県
顎
態
闘
争
に
つ
い
て

〈
共
同
研
究
報
告
〉
　
（
嚇
七
厨
）

　
「
農
民
隅
題
の
歴
史
酌
図
面
」

前
近
代
A

九
・
十
世
細
…
の
国
｝
家
と
農
民
問
題

中
世
社
会
成
立
期
の
農
罠
問
題

前
近
代
B

十
五
～
十
七
世
紀
の
農
畏
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豆
）

近
代

口
本
軍
国
童
義
の
社
会
的
基
盤

心
用
　
大
告

川
村
善
二
郎

佐
藤
　
宗
諄

河
音
　
能
平

（
1
）

　
黒
用

　
高
尾

一直
彦一期

佐
々
木
隆
爾

神
道
宗
教
学
会
　
第
＋
七
園
学
術
大
会

　
昭
和
三
八
年
目
…
月
三
〇
臼
（
土
）
一
二
月
｛
臼

　
（
日
）
　
　
　
　
於
隈
学
院
大
学

く
公
閉
講
演
V
　
（
一
一
月
三
〇
環
）

欧
米
の
宗
教
事
情
　
　
　
　
　
　
　
安
津
　
素
彦

〈
共
隅
討
議
〉
　
（
一
一
月
三
〇
日
）

　
〃
近
代
化
”
と
神
道

　
　
井
門
窟
こ
夫
・
伊
藤
幹
濡
・
戸
瑚
義
雄

　
　
　
（
司
会
）
平
井
野
袴

く
研
究
口
囲
V
　
（
ご
一
月
一
際
）

斎
部
の
職
掌
と
祝
詞

散
祭
考

奥
能
登
に
お
け
る
三
十
番
神
懸
仰

安
房
顯
天
颪
村
の
二
重
墓
側

特
殊
神
鱗
の
一
考
察

罪
の
心
理
と
神
送

熊
野
速
玉
大
社
祭
礼
考

キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
的
展
開

倉上小坪園止沼
林田野井田綾部

正賢和洋　 贔春
次治輝文健謝友

関
根
文
之
助

篤
胤
の
学
と
入
に
於
け
る
徽
藏
と
矛
癬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野

濁
学
の
継
承
に
関
す
る
～
問
題
　
　
森

静
か
な
る
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
中

明
治
大
欝
祭
再
興
の
一
考
察
　
　
　
岩
本

　
一
繭
郡
卜
定
を
中
心
に
一
・

近
世
神
仏
分
離
の
教
う
る
も
の
　
　
蛍
根

　
i
出
雲
大
社
を
中
心
と
し
て
1

寒
教
と
教
育
と
の
隅
　
　
　
　
　
　
小
林

返
衛
家
領
と
し
て
の
宇
佐
八
幡
宮
　
小
島

神
道
系
教
酬
の
…
考
察
　
　
　
　

小
口

村
落
赴
会
と
三
山
詰
　
　
　
　
池
上

　
i
主
と
し
て
険
悪
県
に
お
け
る
i

徳初磐祖
一夫根教

広偉鉦
正一作

健　　研
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龍
谷
大
学
史
学
会
　
大
会

　
昭
和
鷲
八
年
一
二
鴛
七
肖
〔
÷
霊

　
　
　
　
　
　
於
・
龍
谷
大
学
図
書
館

　
付
法
蔵
悶
縁
伝
に
つ
い
て
　
　
　
　
楊
　
鴻
　
飛

　
飛
鳥
京
域
内
諸
遺
跡
の
調
査
と
そ
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
網
干
　
善
教

　
勅
修
蒼
丈
清
規
に
関
す
る
硬
究
　
　
火
玉
　
守
雄

　
京
都
洋
購
壇
の
先
覚
齋
阿
村
傘
立
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
橋
　
乗
保

く
講
演
V
中
剛
仏
教
の
近
代
化
　
　
　
牧
田
　
諦
亮

「
史
　
林
」
　
投
稿
規
定

「
史
林
」
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。
ふ
る
っ

て
こ
嵜
軒
下
さ
い
。

◇
資
格
　
本
会
々
員
に
限
る
。

◇
原
稿
の
長
さ

　
○
研
究
論
文
　
四
百
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
百
字
詰
五
〇
枚
稚
度

　
　
以
上
に
は
四
百
字
以
内
の
要
約
と
、
英
文
要
約

　
　
（
又
は
翻
訳
用
要
約
）
添
付
の
こ
と
。
、

　
　
抜
刷
は
二
〇
部
贈
是
い
た
し
ま
す
。

　
○
資
料
紹
介
　
随
意

　
○
学
界
動
向
四
百
字
垂
葉
三
〇
枚
以
内

　
0
批
判
と
反
省
　
闘
百
宇
詰
三
〇
枚
以
内

　
　
　
　
　
評
　
濁
斎
字
詰
二
五
枚
以
内

　
○
紹
　
　
　
介
　
閥
百
字
諮
三
枚
程
度

◇
送
先
　
　
「
史
林
」
編
集
委
員
会
宛

◇
な
お
、
　
「
史
林
」
の
論
文
掲
載
の
順
序
は
、
い
わ

　
ゆ
る
巻
頭
論
文
制
を
採
用
せ
ず
、
臼
本
史
・
東
洋

　
史
・
西
洋
史
・
地
理
学
・
考
古
学
の
順
、
各
専
攻

　
の
中
で
は
幾
代
・
地
域
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
研
究
ノ
ー
ト
以
下
も
こ
れ
に
準
じ
る
）

　
前
も
っ
て
お
含
み
お
き
下
さ
い
。

新
入
会
ご
希
翌
の
方
へ

新
入
会
ご
僑
望
の
方
は
、
住
所
へ
「
史
林
」
送
先
）

氏
名
・
専
攻
お
よ
び
送
本
糖
始
希
豊
巻
号
を
鯛
記
の

上
、
会
費
（
年
間
一
、
二
〇
〇
円
）
を
添
え
て
霞
下

灘
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。
　
（
但
し
学
校
・
図
書
館
等

公
共
機
関
は
、
会
費
後
払
の
便
が
あ
り
ま
す
。
）
そ

の
際
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
併
せ
て
お
串
南
下
さ
っ

て
も
結
構
で
す
。
会
員
の
方
に
は
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

分
の
送
料
は
、
当
会
に
て
負
撞
い
た
し
ま
す
。
　
な

お
、
ご
送
金
は
、
事
故
防
止
の
た
め
な
る
べ
く
振
鈴

鱗
座
（
京
都
五
一
五
五
番
史
学
研
究
会
）
を
ご
利
用

下
さ
い
。

鱈
セ
巻
一
号
中
原
「
ケ
ン
ギ
ル
都
市
同
盟

　
に
つ
い
て
し
訂
正

一
〇
三
頁
上
段

　
　
　
　
　
　
　
×
X
X
　
　
　
　
　
O
O
O

　
　
一
〇
行
目
　
「
最
下
賛
」
を
「
第
四
位
」
に
訂

　
正
。

　
　
一
五
一
論
ハ
行
三
局
　
　
「
．
ハ
ー
フ
ン
ス
の
旦
取
」
も
く
。
つ
塾
れ

　
て
い
る
の
が
ウ
ン
マ
で
あ
り
」
を
抹
消
す
。

　
　
一
六
行
臼
　
ラ
ガ
シ
ュ
の
上
に
「
ウ
ン
マ
」
を

　
入
れ
る
。

一
〇
一
二
頁
下
段

　
四
行
匿
　

ニ
ッ
プ
ー
ル
の
次
に
「
ウ
ン
マ
砿
を

　
入
れ
る
。

　
五
一
八
行
欝
　
　
「
⇔
」
項
を
抹
消
す
。

　
九
行
熱
　
「
薗
」
を
門
⇔
」
に
訂
正
す
。

　
　
一
八
行
闘
　
　
「
（
一
十
悼
⑦
寡
善
事
自
ご
を
「
（
諸

　
＋
ま
宗
ぎ
｝
ハ
三
¢
蒙
σ
q
と
に
訂
正
す
。

｛
類
羅
窮
量
顯
欄
定
価
言
。
円

　
　
史
林
（
第
匹
七
口
第
　
一
号
）

　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
書
田
本
町

　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擾
欝
京
郡
五
一
五
五
脅

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
騎
市
定

　
　
　
　
累
都
市
竿
東
譲
西
七
条
置
所
ノ
内
中
町
五
〇

漏
刷
所
中
村
印
刷
株
式
会
社

ユ63　　（329）


